
◆NETIS登録番号は応募時点

1 QS-190016 - VE
路面性状調査 メジャーロード
カー

舗装表面の5つの測定を同時に計測し、自動解析す
るシステム 技術概要 1 発表資料 3

2 QS-200051 - A
ソーラー式監視カメラシステム
（みるかめ君）

多用途電源に対応し、設置・移動が簡単にでき専用ア
プリで閲覧可能な遠隔映像監視システム 技術概要 20 発表資料 22

3 QS-200021 - A
ソーラー充電式LED街路灯「恵
みの光」

防災・防犯効果が期待できる、ソーラー充電とバッテ
リー蓄電のLED街路灯 技術概要 28 発表資料 30

4 QS-200050 - A
水位・水質・気象データ等クラウ
ド監視システム「わかるくん」

リアルタイムデータ収集・配信プラットフォーム 技術概要 41 発表資料 43

5 KK-220016 - A
KTB・圧縮型ショートアンカー工
法

テンドン自由長とアンカー体長をラップさせた全長の
短いグラウンドアンカー工法 技術概要 62 発表資料 64

6 KK-120044 - VE 土木用摩擦低減材
仮設鋼材の引抜き撤去およびケーソンの沈設時にお
ける周辺地盤の変状を抑制する摩擦低減材 技術概要 74 発表資料 76

7 QS-190055 - A ネイレール(根入ブロック) 根入れ部のプレキャスト化 技術概要 102 発表資料 104

8 CB-220014 - A レジェンドパイプ工法
集排水パイプ＋リターン型推進機の組合せにより、到
達立坑が不要となる地下水位低下工法 技術概要 127 発表資料 129

9 SK-190007 - A セミディープウェル工法
ロータリーパーカッションドリルによる小口径深井戸削
孔 技術概要 140 発表資料 142

10 QS-200028 - A 土石流検知アラートシステム カメラ映像によるリアルタイム土石流検知システム 技術概要 146 発表資料 148

11 QS-190039 - A
タケミックスソイル緑化工法(竹
繊維植生基材吹付工)

綿状生竹繊維緑化基材を用い、接合剤とラス金網が
不要となることで、自然環境変化に順応する浸食耐久
性植生工

技術概要 161 発表資料 163

12 KK-180012 - VR ウォーターカッター 橋梁桁端部後付け水切り材 技術概要 173 発表資料 175

13 KT-220070 - A スロープセイバー 吹付ロボットを活用したのり面省力化吹付工法 技術概要 183 発表資料 185

14 KK-200058 - A
360°LEDヘッドライト「HALO（ヘ
イロー）」

高視認・広視野で働く人の安全を守る360°LEDヘッド
ライト 技術概要 192 発表資料 194

15 KT-220004 - A
JWMシステム（Jet Wave
Monitoring System）

改良径可視化システム 技術概要 203 発表資料 205

16 KK-220008 - A
景観配慮型特殊堤「シーウォー
ル」

命と景観を守る特殊堤 技術概要 214 － －

17 QS-210065 - A
ポリウレア樹脂を用いたコンク
リート構造物の機能保持・向上
技術「タフネスコート工法」

コンクリート構造物に剥落防止、貯水性確保、耐久性
向上及び耐衝撃性向上を個別あるいは同時に発現
可能な技術

技術概要 216 発表資料 218

18 KK-210061 - A
パネル式ユニットシステム吊り
足場工法「TOBISLIDE（トビスラ
イド）」

軽量で扱いやすく、作業効率と合理性、施工品質が向
上した作業床から防護柵（朝顔）まで一体化したパネ
ル式ユニットシステム工法

技術概要 230 － －
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技術名称 土木用摩擦低減材(フリクショカッター®) 担当部署 神戸事業部

NETIS登録番号 KK-120044-VE 担当者 服部 晃

社名等 株式会社ゴウダ 電話番号 078-251-2451，090-7965-6559

技術の概要 ・研究・開発の背景：
先行技術が無い状況で，近傍地盤や近接構造物の変状・損壊を防ぐことが出来る鋼矢板

（土留め杭）の撤去技術を化学技術の導入と活用により確立することを目標とした．

地下鉄や上下水道などの地盤の開削工事では，土留め工法が不可欠である．

一般的には，鋼矢板などが多用されるが，工事終盤の引抜き撤去では，土層内の摩擦力・

粘着力・土圧の影響により近傍の地盤変状（沈下・陥没）が懸念される．旧来の技術知見

では，回避することが難しいとされていた．その結果，近傍の道路・家屋・堤防などの変状

や損壊を防ぐ為に，撤去すべき鋼矢板などを地中に残置・放棄することが多い．

その結果，国内では，鋼矢板を含む年間数万ｔの鉄鋼材が地中に残置・放棄されている．

地盤環境への不要な障害物，３Ｒを妨げる社会的なロス，放棄し損耗した鉄鋼生産分の

炭酸ガス排出増加，鉄鋼材の損料による無駄な建設費用の原因ともなっている．

本技術の成果により，地盤変状（沈下・陥没）を防ぎつつ，土留め鋼矢板などを安全に

引抜き撤去し，レンタル鋼材の回収・返却・再利用を促進し経費を縮減する．

工事による地盤損傷を防ぐことで，建設施工の安全性確保，近傍地盤や構築物の維持・保全に

かかわるライフサイクルコストの低減やストックマネジメントにも寄与する．

・技術の詳細：
使用する化学品は，新規に合成・重合した特殊ポリマー塗布膜を用いた技術である．

この特殊ポリマー（特殊なアクリル系高吸水性樹脂）と塗布膜（特殊なアクリル系バインダー

樹脂）の混合塗料である．この特殊ポリマー塗布膜を鋼矢板周面に塗布し地盤に圧入する．

地盤内の水分により吸水膨潤し含水ゲル層を形成する．これが分離層として機能する．

化学品として生体および環境に負荷を与えない安全なものである．[ＳＤＳ有り]

化学組成は,文献資料に記載．［土木学会論文集C(地圏工学),Vol.67,No.4,407-421,2011］

・ 性能・効果の検証：
開発した技術の原理は，その特殊ポリマー塗布膜が，地盤と鋼矢板等の接触面に必要な

タイミングで水膨潤による含水ゲル層を形成し，分離層として機能する．

施工技術として実装する為，砂層や粘土層での内部摩擦角が1°以下(通常の1/30～1/50)，

粘性土と砂層，N値の大小，海水と真水，施工期間の長短を問わず有効であることを確認した．

またダイレイタンシーを生じさせないことで地盤深層での土層の間隙密度の変化を防ぎ，

その後長期に渡る圧密沈下や地盤変状も抑制が可能なことなどを確認している．

［詳細記載：第50回 地盤工学研究発表会(札幌)M-07 P1485-1486 2015年9月］

・技術の社会実装：
2018年度には，国土交通省の新技術情報提供システムにおける技術審査を経て，建設技術

としての汎用性・再現性が確認され，［NETIS 登録 No.KK-120044-VE］との扱いとなった．

以上の状況から，着手後約20年に渡る基礎研究・適用方法の開発・実証及び検証を経て，

実用的な建設施工技術としての確立したものと判断している．

全国で本資材の入手が可能で有り，施工者の専門性を問わない技術として普及が進んでいる．

また，化学工学と土木工学 ，両分野の技術知見を融合し土木施工の新技術を社会実装

するとの目標も実現したものと考えている．

建設分野においては，本材料の物性を活用し，摩擦力を制御する要素技術として，本稿の

用途以外の建設施工においても応用利用が進んでいる．

この含水ゲルの物性は，大深度・高圧力下での挙動や化学的な長期耐久性など，幅広い

性能を確認している． 応用分野としては，海面型廃棄物処分場の跡地に底面遮水層を貫通

する大深度杭の打設に際して，廃棄物を遮水層以下の土層に引込むことを防ぎ，かつ

汚染水が杭周面を伝い深層土層から周辺海域への移流･漏出･拡散を抑止する効果も検証された．

［詳細記載：独立研究法人 港湾空港技術研究所 資料 No.1252 June 2012］

他に，大深度ケーソンを近傍地盤の変状を防ぎつつ安全に沈設するネガティブフリクション

対策としても実用化した．更に幅広い土木施工へも応用利用が進んでいる．

技 術 概 要　
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・活用実績：（2022年 3月31日現在：現行NETIS登録後，2012年度以降分）
国の機関　 206件（九州：21件，九州以外：185件）（国土交通省，農林水産省，各省庁，公団，各機構など）　

自治体　　1,385件（九州：122件，九州以外：1263件）（上下水道・道路・河川・橋梁・港湾など）　

民　 間　　  216件(九州：24件，九州以外：192件）（建築，鉄道・高速道路・電力などの公益事業）　

海  外          2件(                          )

写真・図・表
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http://www.infratec.co.jp/

特許第６９８４８７７号
登録意匠第１６０７７３３号
NETIS登録：QS-190055-A

5分勾配用と2割勾配用がございます。

　根入れ部分を代替する
ブロックのため、施工期
間が大幅に短縮できます。

　充填コンクリートによ
り隣接するブロックの一
体化が図れます。

仮締め切り期間が短く濁水の
処理問題を回避し、河川の生
態環境へのダメージが少なく
なります。

表面は景観に配慮した模様と
なっています。

根入れブロック

ネイレール

鋼矢板対応

鋼矢板を使用する基礎工にも
対応できます。

充填コンクリート投入口

平均明度
6.0

輝度の標準偏差
26

2割勾配施工の場合は、この部分の
張りブロックが削減できます。

ネイレール2割用
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宮崎営業所・宮崎設計技術課
〒880-0855　宮崎市田代町6-1　　
Tel.0985(20)9241　Fax.0985(20)9059

●施工に不備があると、損傷などの原因となる
こともあります。不明な点は弊社または販売
代理店にご相談ください。

●本カタログに記載する製品の仕様および性
能は、該当製品の一般的な使用条件として
掲示するものです。特殊な条件で使用される
場合には、事前に弊社の担当者にご相談
の上、技術的な確認を行ってください。

　

本社
〒890-0062  鹿児島市与次郎2-7-25　
Tel.099(252)9911　Fax.099(259)4100
http://www.infratec.co.jp/
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標準施工断面図（5分） 標準施工断面図（2割）

350

1：
0.
5

1：
0.
5

5分用（2m）
■5分用（2m）平面図

■5分用（2m）正面図

■5分用施工現場 ■2割用施工現場

■5分用側面図 ■2割用側面図

参考重量:1300kg 2割用（2m） 参考重量:1270kg

5分用（1m） 参考重量:620kg

中詰めコンクリート：1.55m3（10m当り） 中詰めコンクリート：1.35m3（10m当り）

2割用（1m） 参考重量:600kg
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標準施工断面図

活用実績 2022年9末現在

基本形状・重量

国の機関 1件 （国土交通省宮崎河川国道事務所 ） 、自治体7件 （九州 ） 
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担当部署 事務局

担当者 沖　俊昭

NETIS登録番号 CB-220014-A 電話番号 053-485-2050

社名等 レジェンドパイプ工法協会 MAIL t-oki@ash-eg.co.jp

技術の概要 ホームページ http://www.legend-pipe.jp/

技術概要　

技術名称 レジェンドパイプ工法

1.技術開発の背景及び契機

　近年、地球温暖化に伴う気候変動の影響から 各地でゲリラ豪雨や線状降水帯による
集中豪雨が発生し、山間部から住宅地にかけて大規模な地すべりが頻発している。一
方、東日本大震災をはじめとする大地震が多発し、各地の沿岸部や埋立地などで液状化
現象が発生し、インフラ設備や個人住宅に大きな被害が生じている。また液状化現象に
多く見られるマンホール等の地下構造物の地上への突出は、緊急輸送路の通行に支障を
きたす恐れがある。こうした現象を未然に防ぐには平常時より地下水位を低下させてお
くことで未然に防ぐことが可能である。さらに公共の運動場、グラウンド等においても
地下水位を下げておくことで、ゲリラ豪雨等の一時的な大雨の貯留池としての役割が期
待される。地すべり及び液状化現象に浸水被害は、災害が発生した事後よりも事前に行
うことで人命や資産、社会インフラが守られ国土の強靭化に繋がると考えられる。そこ
で最も効率的に地盤の地下水を下げる手段として、推進工法の技術を活用し、取水性
能・強度・メンテナンス性能に優れた集排水管（MPDパイプ）を組み合わせること、経
済的で効果的な地下水位低下工法として『レジェンドパイプ工法』を開発した。

　本技術は、繊維状ポリプロピレン立体網状構造の集排水管（MPDパイプ）を用いて推
進工法による地下水位低下工法で、液状化及び地すべり対策として活用する技術であ
る。
本技術は従来にない以下の特徴を有する。
①掘進機先端に礫破砕ビットの採用により広範囲な地盤に対応可能。
②長距離型推進工法では帯水砂層で延長100ｍ、粗石混り土で延長70ｍまで掘削が可
能。
③リタ－ン型推進工法では掘進機のリタ－ン機能により液状化対策として狭小な道路の
埋設や地すべり対策の集水井からの地下水排除工が可能。

　従来の工法は液状化した緩い砂地盤で延長50mまでしか適用できなかったが、本技術
では延長100ｍ（粗石混じり土等の固い地盤で延長70ｍ）までの掘削を可能にしたこと
により25％のコストダウンを実現し、道路下及び地すべりの地盤が切土・盛土に関わら
ずこれまで不可能であった連続した掘削による集排水が可能となった。また、従来の工
法は到達立坑が無いと施工できなかったものが、本技術のリタ－ン回収方式では80m延
長を立坑無しでも施工することが可能となった。

・地震で発生した既存住宅地の液状化被害の復旧対策または予防対策工事
・地震・豪雨で発生した地すべり対策及び大規模盛土滑動崩落対策工事または予防対策
工事
（熱海市土石流等の危険な盛土の地すべり防止対策として短期間に大量の地下水位低下
が可能）

・北海道北広島市　2件（施工延長　451ｍ）
・北海道厚真町　4件（施工延長　1,117ｍ）
・北海道札幌市　10件（施工延長　2,682ｍ）
・東京都　1件（施工延長　80ｍ）

2.技術の内容

3.技術の効果

4.技術の適用範囲

5.活用実績（2022年9月現在）
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6.写真・図・表

写真-3　施工状況 写真-4　排水状況

図-1　液状化対策工事 図-2　地すべり対策工事

写真-1　リターン型掘進機 写真-2　集排水パイプ（MPDパイプ）
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Legend  Pipe
Lowering the Groundwater level with Drain PIPE
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MPD Multi-Purpose-Drain
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310MPD 38m 3,000,000 38m 3,200,000
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技 術 概 要 
 

技術名称 セミディープウェル工法 
担当部署 工務部 

担当者 井上 裕史 

NETIS登録番号 SK-190007-A 電話番号 0883-74-1670 

会社名等 株式会社 山全 MAIL h-inoue@our-yamazen.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

 平成30年7月豪雨において、徳島県三好市西祖谷山村有瀬地区は、地すべり変動が活発化

し、河道閉塞の発生が想定される大規模な地すべりブロックの移動が確認されたため、災

害関連緊急事業として、四国地方で初めてとなるディープウェル工法が採用された。 

大型機械の搬入が困難な地すべり地帯において、垂直ボーリング削孔には通常ロータリー

さく井機での施工が行われていた。しかし、ロータリーさく井機では硬岩質で互層構造の

地質条件下では、削孔時の孔壁からの逸水による漏水対策において、非常に時間を要する

問題があった。 

そこで、弊社は鉛直で長尺削孔にも対応でき、礫質土や硬岩などの地質条件においても一

定の掘削が行え、かつ亀裂があり逸水するような地質においても対応可能なロータリーパ

ーカッションドリルでの施工を可能とし、上記の現場で採用したのが開発の契機である。 

 

２．技術の内容 

 セミディープウェル工法は、ロータリーパーカッションドリルを使用したΦ200mmの小口径深井戸

削孔で、深井戸内に流入する地下水をポンプ（井戸径100用）で排水させる重力排水工法における

深井戸の掘削工法である。 

従来工法と比べ、仮設備が容易で作業スペースが小さく山間地や狭隘な現場に適し、土質を選ば

ずスピーディーかつコンパクトな深井戸（ディープウェル）を設置することが可能である。 

 

３．技術の効果 
①．従来までの大口径ボーリングマシンから小口径のロータリーパーカッションドリルに

施工機械を変更することで、施工機械の小型化、長尺削孔への対応、穿孔スピードの高

速化が図れるため、経済性及び施工性の向上、工期の短縮が期待できる。 

②.礫質土や軟岩など互層構造の地質においても、一定の掘削が行え、かつ亀裂があり逸水

するような地質においても、エアー削孔に切り替えられるため、作業性に優れる。 

③.緊急的な地すべり抑制工を実施する場合において、地すべりの上部より施工できること

で、施工中における安全性を確保できるほか、鉛直削孔することで、一般的な横ボーリ

ング工と比較して、すべり面に貫入させるまでの削孔長を短くできる。 

④.横ボーリングで集水した地下水は、集水管内で全てキャッチして孔外へ排水することが

困難であるが、本工法はポンプで強制排水できるため、孔内の地下水を確実に排水させ

ることが可能である。 

⑤．従来まで手作業で行っていたケーシングロッド及びインナーロッドの脱着作業におい

て、専用の取付装置(手元フック付き)を使用することで、手元作業者が直接ケーシング

ロッドに触れることなく半自動で脱着作業を行えるため、手詰め事故の防止による安全

性の向上が図れる。 

 

４．技術の適用範囲 

・地すべり対策での地下水排除、地下水位低下、地盤改良工事などに適用可能 

・建築工事における地下水対策にも適用可能 

 

５．活用実績（2022年9月1日現在） 

・国の機関 1件（九州 0件、九州以外 1件） 

・自治体 0件 

・民間 1件（九州 0件、九州以外 1件） 

                                ホームページ 
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６．写真・図・表 

 

 

    図-1 セミディープウェル イメージ図      図-2 セミディープウェル 工法詳細図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   写真-1 セミディープウェル工法 施工状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   写真-2 セミディープウェル工法 排水状況 
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